Anxiety of Takasue no musume in "Sarashina nikki" -From the description of the period Eishou- by 富沢 祥子
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﹃更級日記﹄ ︵以下﹃日記﹄とする︶の永承年間︵一〇四六～一〇五三︶にあたる記事は、参詣と祐子内親王家に仕えた作者の旧友の女房との贈答・回顧を中心とする記述が多く、和泉下りの記を通して日記末尾の天喜年間へと移っていく。これらは、多方面 話題が及び、宮仕えや参詣について作者の具体的な心情の吐露が く記されている。また﹁二三年、四五 へだて ことを次第もなく書きつづくれば﹂といったように生活 記とし 身の周りのことを してい 姿勢も読み取ることができる。こ ように晩年に差し掛かった作者の心情が多く執筆されている。永承年間の記述は、彼女が出仕した祐子内親王の実父後朱雀院が前
年にこの世を去り、嬉子を母とし紫式部の娘大弐三位を乳母にもつ後冷泉天皇が即位したことから始まっ い
︵本文Ａ︶そのかへる年の十月二十五日大嘗会の御禊とののしる
に、初瀬の精進はじめて、その日、京を出づるに、さるべき人々、﹁一代に一度の見物にて、田舎せかいの人だに見るものを、月日多かり、その日しも京をふり出でて行かむも、いとものぐるほしく、流れての物語ともなりぬべきことなり﹂など はらからな人は言ひ腹立 ど、児どもの親なる人は﹁いかにもいかにも心にこそあらめ﹂と 言ふに従ひて出だし立つる心ばへ あ れなり。
 
︵三四一︶
︵本文Ｂ︶その暁に京を出づるに、二条 大路をしも渡りて行くに、さきにみあかし持たせ、供の人々 浄衣姿なるを、そこら、桟敷どもに移るとて住きちがふ馬も車もかち人 、 ﹁あれ なぞあれはなぞ﹂とやすからず言ひおどろき、あさみ笑ひ あざける者どもあり。
 
︵三四一―三四二︶
本文Ａでは永承元︵一〇四六︶年に後冷泉天皇の即位の儀が執り行
われた様子が描かれ、記述によればめったに御一代に一度の儀は拝めるものではないのだ ら﹁田舎せかいの人﹂さえ押し寄せて見物する
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ものを、といった騒ぎであった。だが作者は人々の嘲笑や兄の諫言も受け入れず あえてそれらを振り切り初瀬詣でに出立している。また本文Ｂにみられるように自分を﹁ さみ笑ひ、あざける者ども﹂もいる中、初瀬 向かうのだった。さ に言えば、行列が押し寄せるであろう﹁二条の大路をしも渡りて行く﹂というところに のの 人々の中にただ一人 孝標女という世間の風潮と反する作者の姿勢が読み取れるのではないだろうか。
孝標女が大嘗会の御禊にあえて初瀬に行くという作者の行動の真意
については、すで ﹁作者があえて後冷泉天皇の御禊を振り切る形で、初瀬 出立したのは自らに下されていた夢 実現への危機感が大きな契機となって た
﹂1
と指摘されている。孝標女の前には、かつて紫式
部がその創作活動により彰子の信頼を得 その娘大弐三位が後の後冷泉天皇の乳母 る栄達を切り拓き、その結実ともいえる天皇即位を果したという事実があ た。永承元年か の後冷泉時代 後冷泉文化圏の到来に際した作者の寂寥と、故
嫄
子中宮―祐子内親王と続く
文化圏での女房 しての栄達が結実しないという危機感から 行動であると読み解くことが可
能2
とされている。
また、永承年間に新時代が到来したという意識を孝標女が強く持っ
ていた可能性が高い。 ﹁かへる年﹂とだけ ﹁ ﹂という元号が明記されていないことは確 である 、そのことをもって作者に元号への意識がなかった は えない。作者に元号への意識があったことは、次 本文Ｃからうか えるだろう
︵本文Ｃ︶さすがに命には憂きにもたえず、長らふめれど、後の世も思ふにかなはずぞあらむかしとぞ、うしろめたきに、頼むことひとつぞありける。天喜三年十月十三日の夜の夢に、ゐたる所の家のつまの庭に、阿弥陀仏立ちたまへり。
 
︵三五八︶
作者は夫の死後、残された頼みであるとして﹁天喜三年十月十三日
の夜﹂に見た夢の内容を記している。この夢の場面は﹃日記﹄で唯一元号を明記している記事である。作者の信仰を象徴的に描き出している場面であり、それだけに元号が印象的に使用されている。作者が常に元号を意識しているからこそ、この場面に象徴的に記されているのであろう。そもそも先行する仮名日記 は元号を明記する例は殆どなく、 ﹃蜻蛉日記﹄に一例あるのみで他 作品にもみられな
い3
。当時の
仮名日記には、通常は 避け 傾向があり、本文Ｃのような場合、逆にここぞというところの強調表現と 天喜三年という元号が されているのである。従って﹃日記﹄そのも に元号が用いられない箇所であったとしても 元号 対する は潜在的 作者 あったはずである。御代代わりにともなった永承年間の始まりという とで 作者は強く意識せざるをえなかっただ 元々、こ 時代の人々は号のもと 時代の移り変 を感じてい のであり 一代の帝 で行われた度重なる改元は、その都度新し 時代 到来と受けとめらたはずである。以下、 ﹃日記﹄に書かれざ 永承 いう 号と 永承年間を枠取って論じてい 如上 理由からである
では、 ﹃日記﹄における永承年間にみられる作者の変化はどういっ
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たものであったのだろうか。新時代とともに集中的に描かれる参詣や宮仕えの回顧の記事を通し、新たに﹃更級日記﹄の永承年間の記事とは何かを考察した。
?????????????????????
﹁そのかへる年の十月二十五日大嘗会の御禊とののしるに、初瀬の精進はじめて﹂という記述からわかるように、新帝即位 ともなう永承年間の始まりは初瀬に出立し 記事 ら されている。前述したように、作者はここで初瀬の精進を思い立ち行動に移したが 実はこの永承元年の初瀬詣 二回目の参詣の 事である。
︵本文Ｄ︶ ﹁ ︵前略︶ ⋮⋮この鏡を、こなたにうつれる影を見よ。これ見ればあはれに悲しきぞとて、さめざめと泣きたまふを見れば、臥しまろび泣き嘆きたる影うつれり。 ﹃この影を見れば、いみじう悲しな。これ見よ﹄とて、いまかたつ方にうつれる影を見せたまへ 御簾ども青やかに、几帳おし出でたる下より、いろいろ衣こぼれ出で、梅桜咲きたる 鶯 木づたひ鳴きたるを見せて、 ﹃これを見るはう しな﹄とのたまふとなむ見えし﹂と語るなり。
 
︵三二一︶
本文Ｄは永承元年より以前、僧に代参させた初瀬詣についての記
で、この二回の初瀬の間には十二年の隔たりがある。本文Ｄ 一度目の初瀬詣では作者 母が娘の将来を心配して、鏡を僧に出だし、そに映る影を見ることにより将来 姿を占う夢告について記している。
その夢告の占いの結果は﹁泣き嘆きたる﹂ ﹁うれし﹂と対照的な将来の暗示である。一つは、ただ臥して泣 悲しんでいるだけの姿で、もう一方は宮中に女房たちが居並び、梅桜が咲く庭に鶯が鳴いている中にいる晴れ晴れしい姿だった。もちろん作者 望んだ将来像が﹁うれし﹂と評される、 で居並んだ女房 ちの装束 几帳からこぼ る華やかしい様子であることは想像に難くない。しかし、宮中での晴れの場に身を置くことを﹁う ﹂の結果、つまり望ま い将来とすると、永承年間頃の作者には前述したように﹁うれし﹂の影が現実とならない不安が到来 たこと な 。作者がまず参詣先として思いついたのは、後生 往生を遂げよう 願った石山詣であ だが、それに対して二度目の初瀬の精進は、一度目 初瀬詣 おける不幸 占いの実現に対する不安を振り切ろうと思 ついたもの ないか。
︵本文Ｅ︶初瀬に鏡奉りしに、臥しまろび泣きたる影の見えけむは、これにこそはありけれ。うれしなげなりけむ影は、来しかたもなかりき。今ゆく末は、あべいやうも し。
 
︵三五六︶
本文Ｅは晩年に判明する夢告げの占いの結果をあらわしている。本
文Ｄにみられたかつて 初瀬での夢告げは晩年に夢解きの形となり、この二つの影について、 ﹁臥しまろび泣きたる影 見えけむ れにこそはありけれ。うれしなげなりけむ影は、来しかたもなかりき﹂という結果と現実 作者の姿が合致するの ある。換言すれば、作者と作者の母に示された占いの結果は後者の姿が 実化し的中しただった。結果として夢告の 行く末はここにおいて判明し、 ﹃日
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記﹄に夢解きの記がこのように配置されていることにより、順序だてて読み進めていくだけにはとどまらない往還的な読みが可能とな
る4
。
点在する過去の 告と作者の将来像が一つの線で結ばれるのだ。
また﹃栄花物語﹄ ︵巻三十六・根あはせ︶においては後冷泉天皇即
位の輝かしい描写がみられ
る5
。
︵本文Ｆ︶四月八日には御即位あり。残る人なく見る。門入るほど、車どもの競ひ入るほどいと恐ろし。玉の冠して胡床どもの上に居並みたる、唐絵の心地して、女房などは吉につきてさぶらふ。弁の乳母典侍になりて、その日の御まかなひ たまふ。めでたしなども世の常なり。丹波 乳母は雅通の中将の女、宰相 乳母は故致仕の大納言の孫 備前守長経 女なり。さるべき人々殿上しなど、花を折りたる心地してめでたし。御輿寄するほど、御乳母たちいかなりけん、朝日 輝き出づるを見る す
︵③―三三九―三四〇︶
ここでは﹁御輿寄するほど、御乳母たちいかなりけん、朝日の輝き
出づるを見る心地す﹂という当代の乳母の晴れの心情がうかがえる。しかし、孝標女がいずれの乳母となり得ることはなく、夢告で期待できたような歓び溢れ 宮中にいる﹁ れし﹂の影が薄まっていくことになるのだ。
孝標女が天皇つまり男児の乳母となりえる可能性が絶たれていく危
機感は、中宮
嫄
子が二人目の子であり四の宮である禖子を出産ののち
早世し、男子を産みえな った事実からもいえよ
う6
。
作者は出仕していたある晩に﹁故宮︵
嫄
子中宮︶のおはします世な
らましかば、かやうに上らせたまはし﹂という故中宮の姿を回顧している。
︵本文Ｇ︶またの夜も、月のいと明きに、藤壺の東の戸を押しあけて、さべき人々物語しつつ月をながむるに、梅壺の女御の上らせたまふなる音なひ、いみじく心にくく優な も、故宮のおはします世ならましかば、かやうに上らせたまはましなど 人々言ひ出づる、げにいとあはれなりかし。　　
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︵三三一︶
嫄
子が男児を産むことなく早世して まったという無念の想いは、
嫄
子中宮がいらっしゃった御世であったのならば、帝のもとへこのよ
うに上らせたのだろうといった、中宮の在世への感慨に浸る女房たちに賛同する形で表出してくるのではないだろうか。またこの本文Ｇの場面 登場 ﹁梅壺 女御の上らせ まふなる音なひ﹂は、この﹁梅壺の女御﹂が頼通と後宮政策をめぐって対立した教通女生子であることも作者の感慨を刺激した契機となりえただろう。
また﹃栄花﹄には、孝標女が不安や寂寥を感じ始めた本文Ａ・本文
Ｂの後冷泉天皇 前代となる後朱雀天皇即位の大嘗会の儀が描かれ、﹁女御代には、故式部卿宮の姫君、殿の上の子にしたてまつらせたまふ、立たせたまふ。御禊 有様いとめでたし﹂という光景が記されている。かつては
嫄
子が女御代をつとめたことにより入内を広く周辺の
一五
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人々に意識させ﹁その有様いとめでたし﹂と賞賛されていたことが、後冷泉天皇即位となるいまここの状況は﹁右の大殿﹂つまり教通の姫君が﹁女御代 たたせたまふ﹂ とに移ろいだのである。この事実は後朱雀朝において、
嫄
子の周囲に身を置いた人々にとって寂寥を感じ
ずにはいられなかったのではないだろうか。
このように、 ﹃日記﹄では永承元年の冒頭の記事において後冷泉朝
の到来からくる新しい時代への不安感や疎外感ととも 、本文Ｅにみられたような日記末尾の﹁臥しまろび泣き嘆きたる影﹂の夢解きの事実へと向かう姿が描き出されている。同時に、初瀬の夢告からどちらの影の姿になるの 意識させ ていく作者の将来は、 ﹃日記﹄終息部の閉塞感に呼応していると考え る。そして だ一人姥捨て山に佇む作者という暗く悲し 末尾へと向かって執筆されていくのである。
??
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このように、作者は二度目の初瀬詣を契機に、後冷泉朝の到来によ
り不安を抱えていくことになる。こ 永承年間 該当する﹃日記﹄本文ではかつての宮中での女房たちとの贈答が繰り返さ ている。また、同輩の女房たちとの贈答がまとまった記事としてあげられ のも永承年間の特徴とみるこ が きる。これらの女房仲間との贈答が続く中で、
︵本文Ｈ︶世の中むつかしうおぼゆるころ、太秦にこもりたるに、宮にかたらひきこゆる人の御もとより文ある。返事きこゆるほどに、鐘の音のきこゆれば、　　
繁かりしうき世のことも忘られず入相の鐘の心ぼそさに
と書きてやりつ。
 
︵三五〇︶
と、作者は﹁世の中むつかしうおぼゆるころ﹂と突如としておもし
ろくない気持ちを発露させている。 ﹃日記﹄のこの記事からは、作者がいつ﹁世の中むつかしうおぼゆ﹂と感じたのかは不明である。しかし、永承元年の大嘗会の御禊の翌年に﹁春ごろ鞍馬にこもりたり﹂とあり、さらに﹁二年ばかりありて﹂の後 弥生のついたちごろに﹂と翌春のこと 記されて るので永承五年頃とみてよいだろう。
突発的に﹁世の中むつかしうおぼゆるころ﹂と書き出 ていること
に対しては夫婦仲の悪化などが考えられる
が7
、その直前には﹁なにご
とも心にかな ぬことはなき﹂といった記述があることから充足した頃であることが見て取れる。すると単純にここで ﹁世 中﹂を夫婦の仲とし、そ から生じた不満とみ 蓋然性 疑問を抱 ざるを得ないのではないか。また、とくに﹃日記﹄本文中にお ても夫婦仲 不和について記されることはない。こ で ﹁むつかしうおぼゆ ﹂と同時に、 ﹁宮にかたらひき ゆる人﹂ 対して 繁かり き世 ことも忘られず﹂という、宮仕えで 色々 辛いこ も経験した だといった気持ちを詠んで るの 。む ろ﹁むつかしうおぼゆる﹂ことが﹁繁かりしうき世﹂と重なっていくと考える方が自然ではな
一六
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いか。
また、このように贈答していくなかで作者にとって﹁同じ心なる人﹂
たちという存在が突如、初めて日記中にあらわれてくるのである。それまで、作者にとって特定できる関係の友人との交流は日記中に書かれることはなかった。ここでは﹁同じ心なる人﹂は少なくとも作者と宮仕えの苦労を共にし 女房仲間であることがわかる。また﹁同じ心なる人﹂の登場 同様の形式で、孝標女にとっ ﹁同じ心なる﹂女房の交流が、 ﹁恋し﹂という言葉がくりかえし用いられて描かれている。この宮仕えの憂愁を理解する友人との贈答というパターン 繰り返された後、その終息は、和泉下り のぞ て永承年 の終息部にもあたる次の本文Ｉとなる。
︵本文Ｉ︶同じ心に、かやうにいひかはし、世の中の憂きもつらきもをかしきも、かたみにいひかたらふ人、筑前に下りて後、月のいみじう明きに、かやうなりし夜、宮に参りて、会ひては、つゆまどろまずながめ明かいしものを、恋しく思ひつつ寝入りにけり。宮に参りあひて、うつつにありしやうにてありと見 うちおどろきたれば、夢なりけり。月も山の端近 なりにけり。覚めざらましをと、いとどながめられて　　
夢さめて寝ざめの床の浮くばかり恋ひきと告げよ西へゆく月
︵三五一―三五二︶
作者は筑前に下った昔の友人を恋しく思い、 ﹁月のいみじう明きに、
かやうなりし夜、宮に参りて、会ひては、つゆまどろまずながめ明か
いしものを﹂という、かつて月の明るい夜は宮中で同輩たちと語り合ったことを思い出している。
前述した本文Ｇの場面、
嫄
子の崩御後に﹁梅壺の女御の上らせたま
ふなる音なひ﹂をきいて、その場にいた人々が
嫄
子への想いを口に出
しているのである。 の感慨のきっかけとなった﹁梅壺の女御の上らせたまふな 音なひ﹂の主が頼通と対立する教通の娘である生子であることも、一層故宮への想 かき立てて るのではないか。
そして、このような
嫄
子に対する作者の感慨は宮中を回顧するとと
もに繰り返されることに 。つまり改めて永承年間に宮中で ことを振り返るときに、本文Ｉの﹁月のいみじう明 に かやうなりし夜、宮に参りて、会ひては つゆまどろまず がめ明 しものを﹂とう感慨が作者にとって重みを増 しかかってくる だ。こ 時代にともに出仕した﹁同じ心﹂であ 同輩との思い出 ﹁恋し﹂と う一言 集約されるのもそのためで ないだろうか。さらに本文Ｉにある﹁月も山の端近うなりにけり﹂ いう遠く沈みゆく 状況も、作者が実体験している時間的な経過 あわせて 後朱雀院 世に、在し日の宮中に照っ た月、つまり故宮も遠く感じる世になってしまったという寂寥が含まれていると解せる であ 。いわば﹁世 中むつかしうおぼゆ ころ﹂と 永承五年にあっては、 ﹁世の中﹂対する不安の裏におもしろくない 感じ 宮仕えへ 挫折が浮かび上がってく のである。
しかし、ここへきて作者の抱える挫折や不安感が表出するのは何故
一七
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だろうか。不満を抱える一方で、彼女の祐子内親王家への出仕態度について考えると、そもそも孝標女は断続的な出仕だったようである。彼女の出仕態度は、 ﹁ひとへにそなたひとつをたのむべきならねば﹂といった姿勢であった 結婚 して出産もしている作者にとって、出仕だけが頼みである生活のように、宮仕えにのみしがみつく必要もないとしているのだ。しかし﹃日記﹄ よれば﹁若人にはあらず﹂というように新参者のようにふ ま わけではなく、または﹁おとなにせられるべき﹂という宮 周辺に える女房集団の中でのリーダー的存在ではない異質な立場にあ とされる。自らを﹁まらうと﹂と称す身は、単純に供奉している集団の女房とは一線を引く特殊 存在であったと思われ
る8
。つまり断続的であってもそれを通常の女房のよう
に気兼ねするような立場では かった かもしれない 孝標女 作家でありながら日記において一貫 自身の創作活動への沈黙を貫いているが、ここでいう﹁さんべきをりふし﹂とは、孝標女を女房集団の中で異質な存在とと えたとき、単に出仕する機会を指す ではなく彼女の文芸活動の場 られる。とすれば、家庭 引 込ん しまおうとしてもそうはいかず、宮家から冒頭 ある﹁たえず召しなどするなかにも、わざと召して﹂ 、つれづ なる態度で出仕していた彼女をわざわざ幾度も要請する意義が理解できるのではな か。そして、創作活動 従事する きが彼女にとって﹁さんべきをりふし﹂であったのだろう。
また、 ﹁世の中むつかしうおぼゆるころ﹂という時期に焦点を当て
てみると、ほぼ同時期の大きな動きとして、永承四年には六十三年ぶりに内裏歌合が大々的に催されている。これらの動きについては﹃栄花物語﹄ ︵巻三十六・根あはせ︶にその記述がみられる。
︵本文Ｊ︶さまざまにをかしきこと多かる御時なり。御遊びを好ませたまひ、花合、菊の宴などをかしきことを好ませたまひて盛りの御世なり。
 
︵③―三五八︶
この後冷泉朝の文芸活動についての意義は重く、本文Ｊにおいても
後冷泉天皇の御世はさまざまな趣向が開花し、盛りの世であると評している。さらに永承五年には
嫄
子が他界した後は暫らく後宮政策を静
観し た頼通が寛子を後冷泉天皇へと入内させている。寛子 入内については同じく﹃栄花﹄によれば﹁かしづく人の女 妹参らぬなし。女房の装束など、いひつくすべき方なし﹂ ︵ ﹃栄花物語﹄ ﹁巻三十六・根あはせ﹂ ︶といった様子で、既に生子を入内させていた教通に対し、再び優位につこうと機を狙 入内させた頼通の寛子に対する心入れは別格の状態であったこ がわか 様々な女房が集められる中、祐子内親王家への出仕 みられたような文芸活動 おける才媛こそが孝標女の出仕意義であったとすると、寛子に対して招請された女房たちが﹁いひつくすべき方なし﹂とい ほどに頼通に重宝 るも、自身は祐子内親王家 えの女房と ての憂愁を感じるしかなかっ のだろう。ゆえにそのような状況に共感 くれる同輩、たとえば宮中で思い出として、作者自身と﹁いみじうかたらひ、夜昼 歌など詠みかはし﹂ということ 可能な同レベル 女房と過ごした時間が恋 思
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われて、これまで述べた﹃日記﹄本文の贈答のパターンとなっているのではないだろうか。このあたりにきて宮仕えの回顧の記事が頻出するのもそのためであると考えられる。
さて、作者が仕えた祐子内親王は﹁されど三の宮をも高倉殿の一の
宮とのみ人は聞えさす﹂ ︵ ﹃栄花物語﹄ ﹁巻三十六・根あはせ﹂ ︶といわれたように、どうやら三宮でありながらも一宮と称せられていたようであっ 。彼女は
嫄
子中宮が最初に産みえた遺児として頼通に溺愛さ
れ、 ﹃日記﹄底本の定家傍注にも第三皇女でありながら一宮と号すと付さ ている。しかし祐子本人との交渉については﹁宮仕へとても、もとは一筋に仕うまつりつかばやいかがあらむ 時々立ち出でば、なになるべくもなかめり﹂と一途 宮家に出仕して ればよ ったと後悔してい ことからも、わずか二歳であった内親王との間に直接的信頼関係を築く は不可能に近 った。無論祐子内親王 請わ てということはなく、も とは祐子の めにと考える頼通 意向がはたらかなければ出仕していな ったと思われる め そ ような断続的な宮仕えになったのであろう。
さらにここでは、かろうじてそれまで作者と彼女たちとの間にあっ
た交流が日記中では途絶えていることに る。作者 とって たちは今の世で共感してくれる友人 う貴重な存在であったはずだ。新しい風を感じる時代にあってかつての宮中を思 出 せる﹁同じ心なる﹂人である。それ 、このときを機に交流は一切書かれ くなであ 。これらの出来事 一連に続いたことにより、彼女にと 閉
塞的で、不如意な事実が重なったことと推測される。 ﹁高倉一宮殿﹂と称された祐子内親王に仕え、作者にとって文芸活動の中心でいられた好機は多くあったはずである。しかし、後冷泉朝となったその後は違っ 。つまり、作者のある意味では限定的な﹁世﹂に対す ﹁むつかしうおぼゆる﹂時代 あったと、彼女の不安の象徴として吐露されたと考えられる
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このように、孝標女にとって永承年間の頃は女房としての作者の夢
告であったような﹁臥しまろび泣き嘆きたる影﹂へと向かう分岐点が浮かび上が てくる時期であった。そのような混迷し 状況の中、 ﹁さるべきやうありて﹂とたっ 一言だけ記し、作者は和泉国に下っている。なぜ作者がわざわざ和泉へ下ったかは、こ ﹁さるべきやう﹂いう理由で覆われてお 判然 していな
い9
。
︵本文Ｋ︶さるべきやうありて、秋ごろ和泉に下るに、淀といふよりして、道のほどのをかしうあはれなること、いひつくすべうもあらず。
 
︵三五二︶
この和泉下りについては、具体的な記述として﹁道のほどのをかし
うあはれなること、いひつくすべうもあらず﹂といっ ことからもかがえるように、上洛の記のような風景美に対する感動をそのまま筆に興してい 紀行文的日記となっている。しかし、その末尾に﹁荒るる海 風よりさきに舟出して石津の浪と消えなましかば﹂といった、
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この海で我が身がいま波となって消えてしまっていたら⋮⋮という行く末の翳りを暗示させる歌により閉じられ いるのだ。なぜ和泉下りの過程で作者が絶望的な歌を詠んでいるのか、その和泉下りの記からは読み取り難いもの ある。
いずれにせよ、このような和泉下りの記をもって永承年間の記述が
終わるわけだが、その後は次の本文Ｌの引用部分となる、夫の死と葬送が日記の終息部に当たる。
︵本文Ｌ︶九月二十五日よりわづらひ出でて、十月五日に夢のやうに見ないて、思ふ心地、世の中にまたたぐひあることともおぼえず。
初瀬に鏡奉りしに、臥しまろび泣きたる影の見えけむは、
これにこそはありけれ。うれしげなりけむ影は、来しかたもなかりき。今ゆく末 、あべいや もなし。二十三日、はかなく雲煙になす夜、去年の秋、いみじくしたてか づかれて、うち添ひて下りしを見やりしを、いと黒き衣の上に、ゆゆ げなる物を着て、車の供に、泣く泣く歩み出でて行 を見出 て 思ひ出づる心地、すべてたとへむかたなきままに、やがて夢路にまどひてぞ思ふに、その人や見 け 。
 
︵三五六―三五七︶
葬送の記は﹁世の中にまたたぐひあることともおぼえず﹂ 、 ﹁すべて
たとへむかたなき﹂などといった﹃日記﹄を通して最高潮に達した嘆きであった。ま 天喜五︵一〇五七︶年、夫が死去する直前に﹁ くらばの立ち出でも絶え﹂と記してあるように ついに時々ではあった宮仕えからも完全に身を引いた頃であった。このとき﹁さだゆく﹂我
が身はもはや乳母には向かなかったことを感じ、それこそが作者に﹁さだゆく﹂想いを自覚させたのではなかったのだろうか。そしてこの自覚は同時に、乳母となり作者の宮家で引き立てられる願望が結実しなかったことを示しているのである。また、前述したように、 ﹁さんべきをりふし﹂にのみ出仕す わざわざ招請されるような機会も失せてしまったものと思われる。理想 する乳母願望のもとでは不首尾な結果に終わり、 し我が身だけであったら、 ﹁わくらばの立ち出で﹂といった時々の出仕だった しても、絶えてしまった後は﹁長らふべき心地もせぬ﹂とと思わせているのであろう。長年 願望が崩れたのちは、新し 希望もないと ているのだ。
そして﹁長らふべき心地もせぬ﹂状態の、これら天喜年間の嘆きと
後悔の記事の中で、ようやく少女期の初瀬参りにはじまった夢告げの答えとして﹁初瀬に鏡奉りしに、臥しまろび泣きたる影の見えけむは、これにこそはありけれ。うれし げなりけむ影は、来 かた なかりき﹂という宮中で帝の庇護を受けるよう 未来は当 らずじまい ったという着地点がみえる であった。前述したが、これにより日記終息部に夢解きの種明かしがされる構図となっているのである。本文Ｄの占いの結果はこ 本文Ｌ 次 本文Ｍ よって明らか なった
︵本文Ｍ︶年ごろ﹁天照大神を念じたてまつれ﹂と見ゆる夢は、人の御乳母して、内裏わたりにあり、みかど、后の御かげにかくるべきさまをのみ、夢ときも合はせしかども、そのことは一つかなはでやみぬ。ただ悲しげなりと見し鏡の影の たがはぬ、あは
二〇
????????????????????れに心憂し。かうのみ心に物のかなふ方なうてやみぬる人なれば、功徳もつくらずなどしてただよふ。
 
︵三五七︶
﹁夢ときも合わせしかど、そのことは一つかなはでやみぬ﹂といった結果になった﹁かうのみ心に物のかなふ方なうてやみぬる人﹂というのは、 ﹃日記﹄冒頭における﹁あづま路の道のはてよりもなほ奥つ方に生ひ出でたる人﹂の行く末であったと遠く呼応していると考えられる!
。繰り返すが、このように夢解きの描写が呼応するだけにとどま
らず、 ﹃更級日記﹄全体の執筆意図 らしても、終息部 閉塞感へと向かって筆を進めていく形は日記冒頭から順序立てて読んでいくだけでは見えない往還的な読みが可能なのである。
こうして読み解くことにより、先の和泉下りの記事にあった﹁荒る
る海に風よりさきに舟出して石津 浪と消え まし ば﹂とい 絶望的な歌も、この先の辛 来事があるのならば、いまこの荒れ狂う海に波と って消えてしま たらどうし だろうか、という嘆く姿を暗示していると思われる。この感慨は永承と天喜をまたぐ形として和泉下りの記の最後 詠ま ている。いわば作者が不安と寂寥を感じ始めたことが現実 起 っ く、天喜年間の記事の前される象徴的な永承年間 の記とし 位置づけることができるのである。
??
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これまで多岐にわたる女房仲間との交流・参詣・和泉下りの記事を
孝標女が抱える女房としての挫折を表す象徴的な記述として読むことを論じてきた。後冷泉朝の到来とともに夢告の示す将来像に向かう姿、 ﹁世の中むつかしうおぼゆるころ﹂と不満を書き始めた時代、さらにそれ 契機として祐子内親王家に関わる人々と 交流を終息させていくという永承年間のあり方は、作者の女房としてのあり方への寂寥感から最晩年の終息部分を結ぶ形となっていると考えられる。
一見、これらの記事は断片的な回顧や紀行文 よる挿話的な場面で
ありながらも、そのような構図を持っ 読み解くこ ができ のである。そしていわば 執筆契機となった夫の死という私的なも の喪失の前に、彼女にとっ は衰微する限定的な﹁世﹂を象徴的に描き出し、公的なものである女房としての位置の喪失が置かれてい のであった。 ﹃日記﹄の終息部におい は、乳母の道 絶た たこ に追い討ちをかけるよう 夫が死して、クライマックスとなっ ﹁すべてたとへむかたなき﹂ほど 厳 い現実となった葬送 記事と もにべての閉塞感が重 っていく 孝標 は﹃日記﹄にお て創作活動については口を閉ざしており、おそらくそれと連動する形で動にかかわるであろう内親王家と 関係 内実 つい も覆い隠している。それが鬱屈した挫折感 味わいつつ ﹁世の中むつ しう ぼ
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ゆ﹂といった判然としない形で表れてくるのであろう。
このように読むことによってさらなる﹃更級日記﹄の読みの往還を
深めていくこ ができると思われる。頼通の庇護のもと祐子内親王家で創作活動に従事した孝標女の乳母への願望を読み取 こ ができるのである。それは点在する夢解き 記を手がかりとし 、乳母 して﹁うれし﹂となる将来像が永承年間に閉塞して絶たれていくさまというものであった。
また作者のそのような姿勢を読み取ることによって、 ﹃日記﹄のあ
り方そのものも頼通の下での後宮政策のもと 左右されていく女房してのわが身を描く記として再考さ ることを示唆す では だろうか。?
1
　
 福家俊幸氏﹁ ﹃更級日記﹄と物語創作―記されない意味―﹂ ︵ ﹃更級日記の新研究―孝標女の世界を考える﹄新典社、平成十五年九月︶ 。なお
﹁後冷泉天皇は、作者の仕える祐子内親王の亡き母
嫄
子が生みえた幻の
皇子、幻の天皇を意識させる存在であり、作者に、世が世であれば、皇権に近づきえたのではないかという思いを反芻させたのではないかと思われる﹂としている。
　
2
　
 和田律子氏﹁後冷泉朝文化圏と藤原頼通―平等院を中心として―﹂
︵王朝物語研究会編﹃論叢狭衣物語２―歴史との往還―﹄新典社、平成十三年︶ 。また、和田氏は﹃藤原頼通の文化世界と更級日記 ︵新典社、平成二十 十二月︶においても﹁後冷泉天皇時代の到来、頼通時代の衰退を認めることは、すなわち 後朱雀天皇期 祐子内親王家サロンにあった孝標女にしてみれば 自己を取り巻く状況 変 を認めることにもなり、孝標女は、こうした時代の推移にあ 種の危機感と寂寥
感とを感じたのではないだろうか。 ﹂と指摘している。
　
3
　
 蜻蛉日記
 下巻﹁天禄三年といふめり﹂ 。他に土佐日記、和泉式部日記、
紫式部日記にも元号を記す例はみられない。
　
4
　
 福家俊幸氏﹁ ﹃更級日記﹄の初瀬詣で考―御禊の日に出立した意味―﹂
︵ ﹁中古文学論攷﹂第十一号
　
平成二年十一月︶
　
5
　
 ﹃栄花物語﹄本文は、全て﹃新編日本古典文学全集３３栄花物語③﹄ ︵山中裕・秋山虔・池田尚隆・福長進校注・訳︶による。また、表記、句読点を私に一部改めた箇所がある。
　
6
　
 同じく注１の福家氏の指摘による。なお﹁作者 心を占めたのは、紫
式部が物語創作によって、切り開いた一族の栄達―具体的には、娘賢子が後冷泉帝の乳母 就任したという出来事ではなかっただろうかこの大弐の乳母は万寿二年、親仁親王︵後の後冷泉天皇︶の誕生 ともない、その乳母となった﹂
　
7
　
 秋山虔氏による﹁夫婦仲がおもしろくない頃﹂ ︵ 新潮 本古典文学集
成
　
更級日記﹄ ︶とする説をはじめとして夫婦の不仲を説いているが、
小谷野純一氏の﹁これだけの記述内容では 具体的には把握不可能だけれども、俊通とは関わり ない何らかの家庭生活のトラブルであったと推測される﹂ ︵ ﹃更級日記全評釈﹄風間書房、平成九年九月︶や、原岡文子氏﹁宮仕え先でおもしろく ことがあったとする説もある﹂︵角川ソフィア文庫︶等の指摘がある。
　
8
　
 妹尾好信氏による作者の女房としての勤務実態の指摘がある。妹尾氏
によれば﹁思うに、孝標女は、いわば祐 内親王家専属の物語作家だったのではなかろうか。彼女は﹃夜半の寝覚﹄ ﹃浜松中納言物語﹄などの長編物語を じめ、多くの中短編物語創作しては三十歳年下の祐子内親王の心慰めに供していた そのため彼女は自宅勤務型 女房 して、あまり出仕はせず、主に里邸にいて執筆にいそしんで たのではないか。 ﹂ ︵ ﹁ ﹃蜻蛉日記﹄と﹃更級日記﹄の執筆契機考﹂ ︵ ﹃ 朝和歌・日記文学試論﹄新典社、平成十五年四月︶ している。
　
9
　
 須田哲夫氏﹁ ﹃更級日記﹄作者像の輪郭―﹃更級日記﹄ ﹃浜松中納言物
語﹄をめぐって―﹂ ︵ ﹁日本文学研究﹂第三八号、平成十 年︶ 、池田利
二二
????????????????????夫氏﹁更級日記における和泉下りの位相―孝標女と兄定義との永承年間―﹂ ︵ ﹁鶴見大学紀要﹂二七号、平成二年︶によれば、作者の兄定義が和泉国国司として赴任した関係から北の方の代わりとして和泉国に同行した可能性を導き出されている。
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 ﹃新編日本古典文学全集
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和泉式部日記・紫式部日記・更級日記・讃
岐典侍日記﹄頭注。
※引用した本文は、全て小学館﹃新編日本古典文学全集更級日記﹄ ︵犬養廉校
注・訳︶による。 ︵
　
︶の数字は頁数を指す。ただし、表記、句読点を私に
一部改めた個所がある。
